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   玄海原子力発電所２号機の燃料集合体に漏えいが発生した疑いが 

   あるため、定期検査において燃料集合体全数の調査が行われます。 

 

 

 本日、九州電力から、「玄海原子力発電所２号機は、１８年１１月１日に１次

冷却材中のよう素濃度が通常値に比べ、若干増加していることが認められたこ

とから、監視強化をしていますが、燃料集合体に漏えいが発生した疑いがある

と判断しました。よう素濃度は、運転上の制限値を十分下回っており、発電所

の安全性及び環境への影響はありませんが、燃料集合体に漏えいが発生した疑

いがあることから、１１月１４日から実施する定期検査において燃料集合体全

数の調査を行う予定です。」という連絡がありました。 

 

 県としても、本事象は発電所の安全性及び環境への影響はないものと考えて

おります。 

 

 なお、本事象は、県が玄海町とともに九州電力との間で締結している「安全

協定」に該当するものではありません。 

 

【参考】 

 ・運転上の制限値：      52,000 ベクレル／立方センチメートル 

  （通常運転が許される上限値） 

 

 ・九電から報告のあった測定値：   2.2 ベクレル／立方センチメートル 

  （１１月７日の測定値） 

 

 ・通常値：             0.6 ベクレル／立方センチメートル 

 

（※ベクレル：放射能の強さを表す単位）  
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